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ノ
ー
ト
章
炳
麟
の
竜
樹
菩
薩
生
滅
年
月
考
に
つ
い
て
近
藤
治
章
炳
麟
に
は
「大
乗
仏
教
縁
起
考
」
と
い
う
長
大
論
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
彼
が
日
本
亡
命
中
の
一
九
〇
八
年
、
中
国
同
盟
会
の
機
関
誌
『民
報
』
第
一
九
号
に
発
表
し
た
も
の
で
、
後
に
上
海
人
民
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
彼
の
全
集
(
一
九
八
ニ
ー
八
六
年
)
の
第
四
巻
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
が
右
誌
の
巻
頭
論
文
と
し
て
公
に
さ
れ
た
と
き
題
名
が
「大
乗
仏
教
縁
起
説
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
す
で
に
前
稿
で
紹
介
し
て
い
た
通
　ユ
　
り
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
末
尾
に
は
、
「弁
大
乗
起
信
論
之
真
偽
」
と
「
竜
樹
菩
薩
生
滅
年
月
考
」
と
題
し
た
二
つ
の
論
説
が
付
載
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
「大
乗
起
信
論
弁
」
と
改
題
し
て
全
集
第
四
巻
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
後
者
の
方
は
、
前
稿
で
紹
章
炳
麟
の
竜
樹
菩
薩
生
滅
年
月
考
に
つ
い
て
介
し
た
章
炳
麟
生
前
の
著
作
集
『章
氏
叢
書
』
や
『章
太
炎
先
生
所
著
書
』
に
お
い
て
も
、
ま
た
全
集
版
に
お
い
て
も
再
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『民
報
』
版
に
拠
っ
て
こ
の
論
説
「竜
樹
菩
薩
生
滅
年
月
考
」
を
読
み
下
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
パ
ー
レ
ン
、
キ
ッ
コ
ー
等
の
括
弧
の
使
用
法
は
前
二
稿
と
同
様
で
あ
る
。
印
度
の
史
学
は
甚
だ
微
(微
弱
)
な
り
。
故
に
記
す
所
の
年
く
い
ち
が
い
月
、
往
往
に
し
て
互
い
に
牴
牾
有
り
。
仏
入
涅
槃
の
歳
、
遠
く
ら
こ
ま
こ
と
近
相
較
ぶ
れ
ば
、
或
は
千
載
を
逾
ゆ
。
此
れ
真
に
怪
む
べ
き
者
マ
ツ
ク
ス
ミ
ユ
ラ
セ
　　
　
ヤ
ソ
な
り
。
馬
格
斯
牟
刺
の
定
め
し
仏
入
涅
槃
の
歳
は
、
耶
蘇
紀
元
し
ば
ら
く
(西
暦
)
前
四
百
七
十
七
年
に
在
り
。
今
は
且
姑
其
の
説
に
従
一
九
一
ア
シ
ョ
　
カ
　ヨ
　
う
。
然
し
て
阿
輸
迦
王
、
仏
を
去
る
百
年
の
説
と
猶
お
相
会
せ
め
み
ょ
う
ざ
る
が
ご
と
し
。
馬
鳴
(ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
〉
⑩
<
g。
ひq
げ
o
ω
9。
一
-
二
世
紀
ご
ろ
の
詩
人
、
仏
教
学
者
)
・
竜
樹
の
年
代
に
至
も
っ
と
り
ょ
う
し
つ
せ
う
っ
て
は
、
尤
も
了
悉
(
究
明
)
し
難
し
。
馬
鳴
・
世
友
(ヴ
ァ
ス
ミ
ト
ラ
V
a
s
u
m
it
r
a
qui
d
一
切
有
部
の
一
祖
で
天
友
と
も
)
・
脇
尊
者
(
パ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
P
�
r
　
v
a
説
一
切
有
部
の
カ
ニ
シ
カ
お
論
師
)
は
迦
膩
色
迦
王
の
時
代
な
る
を
以
て
相
推
せ
ば
、
則
ち
は
じ
め
馬
鳴
の
生
、
亦
た
西
歴
紀
元
一
世
紀
の
前
に
在
り
。
而
し
て
な
か
ば
〔馬
鳴
の
〕
弘
教
は
則
ち
一
世
紀
の
中
に
在
り
。
唯
だ
竜
樹
は
ば
く
え
ん
は
か
り
藐
焉
(
遥
遠
)
と
し
て
測
り
難
し
。
　ぎ
摩
耶
経
に
謂
く
、
「仏
滅
後
六
百
年
に
し
て
馬
鳴
有
り
、
七
百
年
に
し
て
竜
樹
有
り
」
と
。
姉
崎
正
治
(宗
教
学
者
、
一
八
七
三
ー
一
九
四
八
)
之
に
拠
り
、
竜
樹
の
弘
教
は
三
世
紀
の
前
半
に
在
り
入
寂
は
三
世
紀
の
末
に
在
り
と
謂
う
。
按
ず
る
に
、
大
般
若
経
(大
般
若
波
羅
蜜
多
経
)、
脇
尊
者
已
に
其
の
名
を
聞
い
ま
け
り
と
雖
も
、
今
者
伝
う
る
所
の
六
百
巻
文
は
、
則
ち
竜
樹
の
　　
　
ど
う
ぎ
ょ
う
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う
　　
　
結
集
す
る
所
な
り
。
梁
高
僧
伝
に
拠
れ
ば
、
道
行
般
若
経
、
し
る
か
せ
ん
　
　
　
た
　
　
　
支
婁
迦
讖
の
訳
す
所
為
り
。
釈
道
安
云
く
、
「外
国
の
高
士
し
よ
う
ど
う
ぎ
ょ
う
ぼ
ん
　　
　
(高
潔
者
)
、
九
十
章
を
鈔
し
(書
き
写
し
)
道
行
品
と
為
せ
一
九
二
り
」
と
。
則
ち
道
行
の
鈔
時
は
必
ず
本
経
(大
般
若
経
)
の
結
　り
　
　け
　
集
以
後
に
在
る
を
知
る
な
り
。
又
た
仏
印
三
昧
経
、
安
世
高
の
し
ば
し
ば
訳
す
所
為
り
。
其
の
中
、
屡
「摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
」
を
称
す
。
是
れ
亦
た
般
若
経
(大
般
若
経
、
す
な
わ
ち
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
)
の
結
集
以
後
に
在
る
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
安
世
高
・
支
婁
迦
讖
の
世
を
知
れ
ば
、
即
ち
竜
樹
の
弘
教
の
年
を
得
べ
し
。
梁
高
僧
伝
に
云
う
、
「安
世
高
、
漢
桓
(後
漢
の
桓
帝
、
在
位
一
四
六
-
一
六
七
年
)
の
初
を
以
て
始
め
て
中
夏
(中
国
)
に
到
る
。
至
止
(滞
在
)
す
る
こ
と
未
だ
久
し
か
ら
ざ
る
に
、
即
こ
こ
ち
華
言
(漢
語
)
を
通
習
(習
得
)
す
。
是
に
お
い
て
衆
経
な
(多
数
の
経
典
)
を
宣
訳
し
、
胡
を
改
め
漢
と
為
る
(帰
化
す
　ゆ
　
る
)
。
釈
道
安
、
経
録
に
云
く
、
安
世
高
、
漢
桓
帝
の
建
和
二
年
(
一
四
八
年
)
よ
り
霊
帝
の
建
寧
(
=
ハ
八
ー
一
七
一
年
)
な
か
ば
の
中
に
至
る
二
十
余
年
を
以
て
、
三
十
余
部
の
経
を
訳
出
せ
り
」
と
。
又
た
云
う
、
「支
婁
迦
讖
、
漢
霊
帝
(在
位
一
六
八
ら
く
よ
ひフ
ー
一
八
九
年
)
の
時
雛
陽
(洛
陽
)
に
遊
び
、
光
和
(
一
七
八
-
一
八
三
年
)
中
平
(
一
八
四
ー
一
八
九
年
)
の
間
を
以
て
、
　お
　
　レ
　
は
ん
じ
ゅ
　め
　し
ゅ
り
ょ
う
ご
ん
　め
　
梵
文
を
伝
訳
(転
訳
)
し
、
般
若
道
行
、
般
舟
、
首
楞
厳
等
あ
じ
ゃ
せ
お
う
　
レ
　ほ
う
し
や
く
　　
　
三
経
を
出
せ
り
。
又
た
阿
闍
世
王
、
宝
積
等
十
余
部
の
経
有
り
。
歳
久
し
う
し
て
録
(確
か
な
記
録
)
無
し
。
〔そ
こ
で
〕
安
公
(安
世
高
)
、
古
今
〔の
文
献
〕
を
校
定
し
、
文
体
を
精
尋
(精
査
)
し
て
云
く
、
讖
(支
婁
迦
讖
)
の
出
す
所
に
似
た
り
と
」
。
夫
れ
桓
帝
の
初
年
丁
亥
は
、
即
ち
西
暦
紀
元
一
百
四
十
八
年
(実
際
は
一
四
七
年
)
な
り
。
而
し
て
安
世
高
の
携
え
し
所
の
経
、
既
に
摩
訶
般
若
波
羅
密
(蜜
)
経
の
名
号
を
述
ぶ
。
霊
帝
の
光
和
戊
午
は
即
ち
西
暦
紀
元
一
百
七
十
九
年
(実
際
は
一
七
八
年
)
な
り
。
而
し
て
支
婁
迦
讖
已
に
道
行
般
若
を
訳
せ
れ
ば
、
な
か
ば
則
ち
竜
樹
の
弘
教
必
ず
西
暦
二
世
紀
の
中
半
以
前
に
在
る
を
知
れ
り
。
姉
崎
の
計
す
る
所
、
相
去
る
こ
と
百
年
に
し
て
、
甚
し
セ
イ
ロ
ン
く
合
わ
ず
。
彼
の
拠
る
所
は
、
兼
ね
て
有
す
る
錫
(錫
)
蘭
の
だ
い
ば
載
籍
(書
籍
)、
提
婆
(聖
提
婆
ﾂ
r
y
a
-d
ev
a
)
6
三
世
紀
の
前
半
に
在
り
て
竜
樹
の
門
人
為
る
を
以
て
せ
り
。
故
に
〔姉
崎
は
〕
竜
樹
の
弘
教
、
必
ず
是
の
時
(西
暦
二
世
紀
中
半
以
前
)
こ
こ
よ
り
ど
こ
ろ
に
在
る
を
疑
う
。
然
る
に
此
を
以
て
拠
と
為
せ
ば
、
則
ち
安
世
高
・
支
婁
迦
讖
の
訳
経
の
時
、
皆
な
未
だ
三
世
紀
に
至
ら
ず
。
此
れ
何
た
る
説
な
る
や
。
或
は
羅
什
(鳩
摩
羅
什
K
u
m
�r
a
-
jiv
a
三
五
〇
1
四
〇
九
ご
ろ
)
の
五
世
紀
初
に
在
る
を
疑
い
て
章
炳
麟
の
竜
樹
菩
薩
生
滅
年
月
考
に
つ
い
て
　む
　
言
く
、
「竜
樹
の
死
後
百
年
を
過
ぎ
ざ
」
れ
ぼ
、
則
ち
其
の
(竜
樹
の
)
死
は
必
ず
三
世
紀
末
に
在
り
、
と
。
按
ず
る
に
、
印
度
の
歴
史
甚
だ
疏
(粗
略
)
に
し
て
、
既
に
し
ゃ
げ
ん
編
年
の
録
無
し
。
奢
言
も
て
(大
げ
さ
に
)
虚
指
(
い
つ
わ
り
の
指
摘
)
し
、
往
往
に
し
て
事
実
よ
り
離
る
。
且
つ
中
国
の
如
き
は
司
馬
遷
有
り
。
其
の
作
れ
る
年
表
、
至
て
精
審
(精
細
)
為
り
。
然
し
て
其
の
自
序
(太
史
公
自
序
)
、
太
初
元
年
(前
一
〇
四
年
)
の
語
を
挙
げ
て
曰
く
、
「
孔
子
の
卒
後
、
今
に
至
て
五
百
歳
」
と
。
其
の
実
、
年
表
を
按
じ
て
之
を
計
る
に
、
孔
子
の
わ
ず
卒
せ
し
壬
戌
の
歳
自
り
太
初
元
年
丁
丑
の
歳
に
至
る
は
、
財
か
に
三
百
七
十
五
年
の
み
。
漢
武
の
世
を
尽
く
す
(漢
の
武
帝
時
代
が
終
わ
る
)
は
、
孔
子
の
卒
を
去
る
こ
と
未
だ
四
百
年
な
ら
み
ず
ざ
る
な
り
。
夫
れ
身
か
ら
通
史
を
撰
し
年
表
に
専
精
(専
心
)
し
ゃ
か
つ
す
る
の
人
を
以
て
、
而
も
奢
闊
(大
雑
巴
)
に
年
を
指
し
、
猶
か
つ
え
ん
か
く
お
相
去
る
闊
遠
(実
際
と
の
大
き
な
開
き
、
ギ
ャ
ッ
プ
)
此
の
い
わ
も
と
も
と
如
し
。
況
ん
や
本
歴
史
無
き
の
国
に
お
い
て
お
や
。
之
を
要
す
る
に
、
安
世
高
の
訳
経
の
年
を
以
て
之
を
計
れ
ば
、
則
ち
竜
樹
の
弘
道
、
必
ず
二
世
紀
の
前
半
に
在
り
、
其
の
生
ま
さ
(生
誕
)
当
に
一
世
紀
末
に
在
る
べ
し
。
提
婆
の
三
世
紀
前
半
一
九
三
に
在
り
て
、
而
も
竜
樹
と
相
接
す
る
を
得
た
る
に
至
っ
て
は
、
い
の
ち
な
が
こ
則
ち
印
度
の
伝
説
な
り
。
竜
樹
の
寿
き
こ
と
二
百
歳
を
逾
ゆ
ご
と
ご
と
る
は
、
或
は
尽
く
神
話
に
属
す
に
非
ら
ず
。
人
生
(人
の
一
も
と
と
う
こ
う
か
み
生
)
固
よ
り
二
百
歳
な
る
者
有
り
。
漢
初
の
竇
公
、
上
は
魏
の
お
よ
文
侯
(在
位
前
四
二
四
-
前
三
八
七
年
)
の
時
に
逮
び
、
孝
文
(漢
の
文
帝
、
在
位
前
一
八
〇
1
前
一
五
七
年
)
の
世
に
至
る
。
年
百
八
十
歳
な
れ
ば
、
則
ち
二
百
歳
は
未
だ
多
く
怪
む
に
足
ら
り
ゅ
う
み
ょ
う
ず
。
西
域
記
に
云
う
、
「
竜
猛
(竜
樹
)
菩
薩
、
善
く
薬
術
な
ら
じ
く
に
閑
い
(熟
達
し
)、
餌
(薬
に
な
る
食
物
)
を
餐
い
て
生
を
し
ぼ
う
養
い
、
寿
年
数
百
、
志
貎
(気
力
と
容
貎
)
衰
え
ず
」
[巻
　れ
　
十
]
と
。
蓋
し
実
事
(本
当
の
こ
と
)
な
り
。
大
乗
仏
教
八
宗
の
祖
と
仰
が
れ
る
竜
樹
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
N
�
g
�
rju
n
a
S
年
代
に
関
し
、
章
炳
麟
が
こ
の
論
説
で
行
な
っ
た
姉
崎
正
治
批
判
の
論
点
は
単
純
で
あ
る
。
姉
崎
が
竜
樹
の
教
法
上
の
活
動
(章
炳
麟
の
い
う
竜
樹
の
弘
教
)
を
三
世
紀
の
前
半
、
そ
の
死
を
三
世
紀
末
以
前
と
す
る
の
に
対
し
、
章
炳
麟
は
竜
樹
の
弘
教
を
姉
崎
よ
り
も
一
世
紀
早
い
二
世
紀
の
前
半
で
あ
る
と
し
、
そ
の
出
生
は
一
世
紀
末
に
推
定
さ
れ
る
と
主
張
一
九
四
す
る
。
そ
の
論
拠
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
大
般
若
経
(大
般
若
波
羅
蜜
多
経
、
ま
た
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
)
六
〇
〇
巻
の
梵
文
テ
キ
ス
ト
の
結
集
は
竜
樹
に
帰
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
彼
の
弘
教
活
動
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
西
域
出
身
の
高
名
な
訳
経
僧
安
世
高
や
支
婁
迦
讖
が
こ
れ
ら
の
梵
文
テ
キ
ス
ト
群
中
よ
り
行
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
訳
経
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
幸
い
な
こ
と
に
安
世
高
、
支
婁
迦
讖
の
洛
陽
滞
在
は
後
漢
の
桓
帝
、
霊
帝
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
梁
高
僧
伝
等
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
竜
樹
の
弘
教
は
そ
れ
よ
り
も
早
い
、
二
世
紀
半
ば
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
姉
崎
説
に
比
べ
一
〇
〇
年
早
い
時
期
に
設
定
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
章
炳
麟
は
姉
崎
正
治
が
ど
の
文
献
で
述
べ
て
い
た
こ
と
に
異
を
唱
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
姉
崎
は
早
く
も
二
十
四
歳
の
齡
の
明
治
三
〇
年
(
一
八
九
七
)
十
一
月
、
東
京
の
金
港
堂
書
籍
か
ら
『印
度
宗
教
史
』
を
公
に
し
て
い
た
。
こ
の
書
は
ヴ
ェ
ー
ダ
神
話
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
イ
ン
ド
の
宗
教
史
を
七
章
に
分
っ
て
述
べ
た
全
文
三
六
〇
ペ
ー
ジ
の
堂
々
た
る
著
書
で
あ
り
、
著
者
名
に
並
ん
で
井
上
哲
次
郎
閲
と
並
記
さ
れ
て
い
る
が
、
姉
崎
が
全
文
を
執
筆
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
の
第
五
章
第
九
節
は
「竜
樹
の
大
乗
仏
教
」
と
し
て
二
〇
〇
ー
二
二
八
ペ
ー
ジ
を
充
て
い
る
が
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
僅
か
に
「
二
世
紀
の
頃
西
南
印
度
に
生
れ
」
(二
二
一
ペ
ー
ジ
)
と
述
べ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
姉
崎
は
翌
明
治
三
十
一
年
(
一
八
九
八
)
八
月
、
再
び
金
港
堂
書
籍
か
ら
井
上
哲
次
郎
閲
と
並
記
し
た
『印
度
宗
教
史
考
全
』
を
公
に
し
た
。
巻
末
の
付
記
に
よ
る
と
、
こ
の
書
は
前
著
を
補
い
、
そ
れ
を
教
科
書
に
用
い
る
場
合
の
教
授
参
考
、
研
究
参
照
用
に
用
意
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
全
文
八
〇
〇
ぺ
…
ジ
を
越
え
る
大
冊
で
あ
る
。
姉
崎
は
こ
の
書
の
な
か
で
竜
樹
の
年
代
に
つ
い
て
、
「
竜
樹
が
三
世
紀
の
前
半
に
教
法
上
の
活
動
を
な
せ
し
は
確
実
の
事
実
な
る
が
如
し
」
(六
二
三
ペ
ー
ジ
)
、
「
彼
は
二
世
紀
の
後
半
に
生
れ
三
世
紀
の
大
部
に
生
存
し
て
大
乗
仏
教
の
大
組
織
を
な
せ
し
な
ら
ん
」
(六
二
三
-
六
二
四
ペ
ー
ジ
)
と
述
べ
て
い
る
。
章
炳
麟
は
姉
崎
の
こ
の
部
分
の
記
述
を
取
り
上
げ
て
批
判
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
章
炳
麟
の
竜
樹
年
代
論
に
は
一
つ
の
陥
穽
が
あ
る
。
三
世
紀
の
セ
イ
ロ
ン
島
出
身
の
提
婆
(ア
ー
リ
ア
デ
ー
ヴ
ァ
)
が
竜
樹
の
門
人
と
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
伝
承
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
提
婆
入
門
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
『大
唐
西
域
記
』
巻
十
が
実
に
生
き
い
き
と
伝
え
て
い
る
の
で
、
人
々
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
章
炳
麟
は
こ
れ
を
イ
ン
ド
の
伝
説
と
し
、
か
つ
ま
た
竜
樹
の
人
並
み
は
ず
れ
た
長
寿
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
軽
く
か
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
章
炳
麟
は
生
前
に
ど
う
し
て
こ
の
論
説
を
自
分
の
著
作
集
に
収
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
註(
1
)
近
藤
治
「
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
と
中
国
-
章
炳
麟
を
中
心
に
し
て
」
『鷹
陵
史
学
』
第
二
九
号
、
二
〇
〇
三
年
。
(
N
)
F
r
ie
d
r
ic
h
M
a
x
M
�
lle
r
1
8
2
3
-1
9
0
0
.
'　
-
イ
ツ
生
ま
れ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
教
授
。
黜
ら
ミ
駄
B
o
ok
s
of
th
e
E
a
s
t
(東
洋
聖
曲
ハ集
)
の
編
者
と
し
て
著
名
。
(
3
)
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
即
位
を
仏
滅
後
一
〇
〇
年
と
す
る
、
主
と
し
て
北
伝
仏
教
系
の
伝
承
。
こ
れ
に
対
し
て
南
伝
系
の
伝
承
で
は
、
仏
滅
年
を
ア
シ
ョ
ー
カ
即
位
の
二
一
八
年
前
と
す
る
。
北
伝
説
の
批
判
を
中
心
と
し
た
仏
滅
年
の
批
判
的
検
討
は
、
山
崎
元
一
「
仏
滅
年
の
再
検
討
」
同
『
ア
シ
ョ
ー
カ
王
と
そ
の
時
代
』
春
秋
社
、
一
九
八
二
年
所
収
、
に
詳
し
い
。
章
炳
麟
の
竜
樹
菩
薩
生
滅
年
月
考
に
つ
い
て
一
九
五
一
九
六
(
4
)
摩
訶
摩
耶
経
。
曇
景
訳
。
二
巻
。
大
正
大
蔵
経
巻
一
二
所
収
。
同
巻
一
〇
=
二
ペ
ー
ジ
の
原
文
に
よ
っ
て
、
章
炳
麟
所
引
の
文
お
わ
章
が
「仏
涅
槃
後
、
…
六
百
歳
已
ん
ぬ
。
九
十
六
種
の
諸
外
道
等
、
邪
見
競
い
興
り
仏
法
を
破
滅
す
。
一
比
丘
、
名
は
馬
鳴
と
日
う
有
り
。
善
く
法
要
を
説
き
、
一
切
諸
外
道
の
輩
を
降
伏
せ
り
。
七
百
歳
已
ん
ぬ
。
一
比
丘
、
名
は
竜
樹
と
日
う
有
り
。
善
た
い
ま
つ
と
う
ぜ
ん
く
法
要
を
説
き
、
邪
見
を
滅
し
て
正
法
の
炬
を
幢
然
(高
揚
)
せ
り
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
(
5
)
南
朝
梁
の
慧
皎
撰
。
一
四
巻
。
後
の
高
僧
伝
と
区
別
す
る
た
め
梁
高
僧
伝
と
称
さ
れ
る
。
(6
)
後
漢
の
支
婁
迦
讖
訳
。
一
〇
巻
。
道
行
般
若
波
羅
密
経
、
艨
に
や
ど
う
ぎ
ょ
う
ぽ
ん
き
ょ
う
若
道
行
品
経
な
ど
と
も
い
う
。
大
正
大
蔵
経
巻
八
所
収
。
(
7
)
大
月
氏
国
出
身
で
、
二
世
紀
後
半
の
後
漢
時
代
に
洛
陽
着
。
首
楞
厳
経
、
般
舟
三
昧
経
、
阿
闍
世
王
経
、
宝
積
経
等
の
訳
が
あ
る
。
(8
)
四
世
紀
の
河
北
出
身
僧
。
漢
訳
経
典
の
目
録
化
や
出
家
者
の
規
律
の
整
備
を
行
な
い
、
中
国
仏
教
の
発
展
に
寄
与
。
ぱは
ん
(9
)
品
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
v
a
r
g
a
C
`
音
訳
で
、
同
じ
種
類
の
も
の
の
集
合
を
意
味
し
、
書
物
の
章
、
編
を
さ
す
。
(10
)
仏
説
仏
印
三
昧
経
と
も
。
安
世
高
の
訳
。
一
巻
。
大
正
大
蔵
経
巻
一
五
所
収
。
(1
)
安
息
国
(
パ
ル
テ
ィ
ア
)
の
王
子
出
身
と
い
う
。
支
婁
迦
讖
よ
り
約
二
〇
年
早
く
洛
陽
着
。
(
12
)
『民
報
』
で
は
経
餘
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
僧
伝
巻
一
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
。
経
録
は
道
安
の
経
曲
ハ目
録
、
す
な
わ
ち
綜
理
衆
経
目
録
を
さ
す
。
(
13
)
『
民
報
』
で
は
伝
議
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
僧
伝
巻
一
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
。
(14
)
般
若
道
行
品
経
。
注
(6
)
参
照
。
(15
)
般
舟
三
昧
経
。
支
婁
迦
讖
訳
。
三
巻
。
大
正
大
蔵
経
巻
=
二
所
収
。
(16
)
首
楞
厳
経
。
ま
た
首
楞
厳
三
昧
経
と
も
。
二
巻
。
支
婁
迦
讖
訳
の
も
の
は
消
失
し
、
現
存
す
る
の
は
鳩
摩
羅
什
訳
の
も
の
。
大
正
大
蔵
経
巻
一
五
所
収
。
(17
)
阿
闍
世
王
経
。
支
婁
迦
讖
訳
。
二
巻
。
仏
説
阿
闍
世
王
経
と
も
。
阿
闍
世
は
マ
ガ
ダ
国
王
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
(A
j�
ta
鐙
t
r
u
)
°
仏
滅
八
年
前
に
即
位
し
、
父
王
殺
し
の
罪
を
懺
悔
し
て
仏
教
に
帰
依
し
た
と
さ
れ
る
。
大
正
大
蔵
経
巻
一
五
所
収
。
(18
)
宝
積
経
。
支
婁
迦
讖
訳
。
一
巻
。
大
正
大
蔵
経
巻
一
二
所
収
。
(
19
)
章
炳
麟
が
引
用
符
を
付
し
て
記
し
て
い
る
文
章
「
竜
樹
死
後
、
不
過
百
年
」
が
何
に
拠
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
姉
崎
正
治
『印
度
宗
教
史
考
全
』
東
京
、
金
港
堂
書
籍
、
一
八
九
八
年
、
六
二
三
ペ
ー
ジ
の
文
章
「
羅
什
が
五
世
紀
の
始
に
記
し
て
竜
樹
の
死
後
百
年
を
過
ぎ
て
南
天
竺
諸
国
之
を
尊
祟
し
て
廟
を
立
て
た
り
と
い
へ
る
は
、
蓋
し
羅
什
が
自
己
よ
り
少
し
く
以
前
の
事
実
を
記
せ
る
な
る
べ
く
、
其
死
が
三
世
紀
の
末
以
前
に
あ
る
は
明
な
り
」
を
、
章
炳
麟
な
り
の
理
解
に
よ
っ
て
、
か
な
り
強
引
に
文
意
を
抽
出
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
(
20
)
『
民
報
』
の
原
注
で
は
巻
五
と
な
っ
て
い
る
が
、
巻
十
の
誤
り
で
あ
る
。
